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平成
16年度新

専
務
理
事
に木

之
下
義
昭
氏
を
選
任

新任の専務理事木之下義昭氏

平
成
十
六
年
度
の
広
島
県
商
工
会
連
合

会
通
常
総
会
が
、
去
る
五
月
二
十
四
日
、

広
島
市
中
区
の
ホ
テ
ル
で
、
県
内
商
工
会

長
八
十
六
名
の
出
席
の
も
と
、
中
国
経
済

産
業
局
長
（
代
理
）
を
は
じ
め
、
多
数
の

関
係
機
関
か
ら
来
賓
を
迎
え
、
開
催
し

た
。総

会
の
冒
頭
の
挨
拶
で
、
加
島
会
長
は
、

ま
ず
、「
広
島
県
分
権
改
革
推
進
審
議
会
」

に
お
い
て
、
商
工
会
の
合
併
に
つ
い
て
議

論
さ
れ
、「
商
工
会
も
合
併
促
進
に
取
り

組
む
べ
き
で
あ
る
」
と
の
中
間
報
告
が

あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、「
経
営
指
導
員
等

の
設
置
定
数
の
見
直
し
」
に
つ
い
て
も
、

商
工
会
の
合
併
を
平
成
二
十
一
年
度
末
ま

で
に
行
う
こ
と
を
、
前
提
と
し
た
基
準
が

作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
次
に
、
国
が
進

め
る
三
位
一
体
改
革
に
よ
り
、
地
方
交
付

税
が
減
額
さ
れ
、
人
件
費
補
助
金
や
事
業

費
補
助
金
の
削
減
を
懸
念
し
て
い
た
が
、
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平
成
十
六
年
度 

県
青
連
通
常
総
会 
県
青
連
通
常
総
会 

辞
任
に
伴
い
新
理
事
二
名
選
出 

平
成
十
六
年
度 

県
女
連
通
常
総
会 

県
女
連
通
常
総
会 

議
案
に
つ
い
て
全
員
一
致
で
承
認
可
決 

三
月
末
に
な
っ
て
、
国
の
商
工
会
関
係
予

算
総
額
六
億
円
不
足
す
る
こ
と
か
ら
、
全

国
一
律
六
・
九
五
％
減
じ
た
額
で
配
分
す

る
と
い
う
厳
し
い
内
容
が
示
さ
れ
、
今
後

も
国
の
事
業
費
の
削
減
に
つ
い
て
は
、
予

断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ
る
と
述
べ
た
。

引
き
続
き
、
向
東
町
商
工
会
の
村
上
会

長
を
議
長
に
以
下
の
議
案
を
審
議
し
た
。

第
一
号
議
案

平
成
十
五
年
度
事
業
報
告

書
・
収
支
決
算
書
・
貸
借

対
照
表
及
び
財
産
目
録
承

認
の
件
（
監
査
報
告
）

第
二
号
議
案
「
広
島
県
商
工
会
連
合
会

定
款
」
の
一
部
改
正
（
案
）

承
認
の
件

第
三
号
議
案

辞
任
に
伴
う
役
員
の
補
欠

選
任
に
関
す
る
件

第
一
号
議
案
か
ら
三
号
議
案
に
つ
い
て

は
、
原
案
ど
お
り
承
認
可
決
。
第
三
号
議

案
で
は
、
今
回
の
総
会
で
退
任
す
る
杉
本

専
務
理
事
の
後
任
に
木
之
下
義
昭
氏
が
選

任
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
商
工
会
功
労
者
表
彰
、
珠
算

検
定
優
良
商
工
会
表
彰
、
商
工
貯
蓄
共
済

事
業
表
彰
、
商
工
会
等
役
職
員
感
謝
状
贈

呈
、
商
工
貯
蓄
共
済
事
業
感
謝
状
贈
呈
、

「
か
が
や
き
」
事
業
感
謝
状
贈
呈
、「
全
国

商
工
会
経
営
者
休
業
補
償
制
度
」
事
業
感

謝
状
贈
呈
が
各
被
表
彰
者
に
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
中
国
経
済
産
業
局
長
、
広
島

県
知
事
ほ
か
、
来
賓
の
祝
辞
を
い
た
だ
い

た
後
県
連
田
中
副
会
長
の
閉
会
の
辞
を

も
っ
て
終
了
し
た
。

全
員
一
致
で
原
案
通
り
承
認
可
決
し
ま
し

た
。ま

た
、
第
二
号
議
案
の
辞
任
に
伴
う
役

員
の
選
任
に
関
す
る
件
で
は
、
理
事
二
名

の
辞
任
に
伴
い
、
新
理
事
と
し
て
芸
北
地

域
よ
り
、
土
居
一
也
氏
（
甲
田
町
）、
備

北
地
域
よ
り
、
橋
本
佳
人
氏
（
比
和
町
）

を
選
任
し
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
、「
平
成
十

六
年
度
第
一
回
研
修
会
」
で
は
、
株
式
会

社
バ
ル
コ
ム
モ
ー
タ
ー
ス
代
表
取
締
役
社

長
　
山
坂
哲
郎
氏
を
講
師
に

私
の
経
営

哲
学

と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
、
自

社
の
取
り
組
み
や
経
営
理
念
、
経
営
戦
略

な
ど
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
青
年
部
員
二
百
六
名
は
、
山
坂

氏
の
経
験
を
自
ら
の
経
営
に
役
立
て
よ
う

と
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
総

会
終
了
後
に
開
催
さ
れ
た
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー

も
盛
況
裡
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

〞

〝

五
月
二
十
日
e
、
広
島
市
中
区
大
手
町

の
鯉
城
会
館
に
お
い
て
、
広
島
県
商
工
会

女
性
部
連
合
会
の
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ

た
。総

会
に
は
、
藤
田
雄
山
広
島
県
知
事
を

は
じ
め
、
多
数
の
ご
来
賓
に
ご
臨
席
い
た

だ
い
た
。

議
事
と
し
て
、
二
つ
の
議
案
が
上
程
さ

れ
、
第
一
号
議
案
の
「
平
成
十
五
年
度
事

業
計
画
書
・
貸
借
対
照
表
及
び
財
産
目
録

承
認
の
件
」
に
つ
い
て
は
、
全
員
一
致
で

原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
た
。
ま
た
、
第

二
号
議
案
の
「
平
成
十
五
年
度
中
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
交
流
会
特
別
会
計
、
収
支
決
算
書

の
承
認
の
件
」
に
つ
い
て
も
全
員
一
致
で

原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
た
。

な
お
、
総
会
終
了
後
に
開
催
さ
れ
た
、

平
成
十
六
年
度
第
一
回
研
修
会
は
、
百
三

十
三
名
の
女
性
部
員
の
出
席
の
も
と
、
講

師
に
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
杉
本
好
正

氏
を
迎
え
、「
市
町
村
合
併
後
の
商
工
業

経
営
の
行
方
」
と
題
し
、
国
や
地
方
自
治

体
の
財
政
問

題
や
一
段
と

進
む
広
域
化

に
よ
る
商
工

業
者
の
対
応

に
つ
い
て
講

演
を
い
た
だ

い
た
。

去
る
五
月
十
三
日
e
、
広
島
市
中
区
の

広
島
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
に
て
、

広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
の
「
平
成

十
六
年
度
通
常
総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
総
会
に
は
、
藤
田
雄
山
広
島
県
知
事

を
は
じ
め
、
広
島
県
商
工
会
連
合
会
　
加

島
英
俊
会
長
ほ
か
多
数
の
ご
来
賓
の
ご
臨

席
の
も
と
に

開
会
し
、
平

成
十
五
年
度

の
事
業
報

告
・
収
支
決

算
書
な
ど
、

第
一
号
議
案

に
つ
い
て
は

〔プロフィール〕
昭和19年６月13日　広島県東広島市生まれ
昭和42年10月　 広島県入庁

土木建築部、総務部、企
画振興部などを経て

平成元年４月　 商工労働部商工振興課課
長補佐

平成７年４月　 商工労働部工業技術課長
平成10年４月　 議会事務局総務課長
平成14年４月　 人事委員会事務局長を歴任

このたび、広島県商工会連合会専務理事に
就任しました木之下義昭でございます。
平成17年３月の合併特例法の期限切れに向

けて、市町村合併が具体化する中、商工会を
取り巻く環境は益々厳しさを増すものと思わ
れます。
これまでの経験を活かしながら、地域振興、
商工業の発展のため、商工会の皆様方と一丸
となって精一杯努力してまいるつもりでござ
います。
皆様の一層のご理解とご協力をお願いいた

します。

就任ごあいさつ

広島県商工会連合会

専務理事 木之下
き の し た

義
よし

昭
あき

平成16年度の抱負を述べる後藤会長

総会の冒頭での井上会長挨拶
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情
報
化
社
会
が
定
着
し
た
現
在
、
Ｉ
Ｔ

は
企
業
の
経
営
戦
略
を
実
現
す
る
た
め
の

重
要
な
ツ
ー
ル
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

商
工
会
組
織
に
お
い
て
も
会
員
ニ
ー
ズ

多
様
化
、
広
域
連
携
・
合
併
の
促
進
、
職

員
資
質
向
上
へ
の
対
応
な
ど
様
々
な
問
題

に
直
面
し
て
お
り
、
組
織
戦
略
に
基
づ
い

た
Ｉ
Ｔ
化
の
推
進
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
中
、
県
連
合
会
で
は
、
平

成
十
五
年
度
に
「
広
島
県
商
工
会
＆
広
島

県
商
工
会
連
合
会
　
情
報
化
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
し
、
商
工
会
全
体
の
情
報
化
推
進

の
方
向
性
を
示
し
ま
し
た
。
ビ
ジ
ョ
ン
で

は
情
報
化
理
念
に
「
新
時
代
の
商
工
会
を

支
援
し
会
員
の
満
足
度
を
向
上
さ
せ
る
情

報
化
」
を
掲
げ
、
①
会
員
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
、
②
商
工
会
の
広
域
化
対
応
と
機
能
強

化
、
③
県
連
の
業
務
改
善
と
機
能
強
化
を

三
つ
の
主
要
施
策
と
位
置
づ
け
、
情
報
化

を
推
進
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
後
、
初
年
度
と
な
る
平

成
十
六
年
度
に
お
い
て
は
、
十
月
の
県
連

合
会
の
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
機
器
刷
新

を
は
じ
め
、
次
の
と
お
り
情
報
化
基
盤
構

築
の
年
と
位
置
づ
け
次
の
整
備
に
取
り
組

み
ま
す
。

①
　
シ
ス
テ
ム
機
材
整
備

社
会
基
盤
と
な
っ
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る
こ
と

を
前
提
と
し
た
Ａ
Ｓ
Ｐ
型
の
シ

ス
テ
ム
（
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
シ

ス
テ
ム
、
記
帳
機
械
化
Ａ
Ｓ
Ｐ

シ
ス
テ
ム
、
標
準
基
幹
シ
ス
テ

ム
等
）
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

同
時
に
商
工
会
の
パ
ソ
コ
ン

環
境
を
新
シ
ス
テ
ム
に
対
応
す

る
た
め
の
一
括
整
備
を
実
施
し

ま
す
。

②

人
材
の
育
成

新
し
く
導
入
す
る
Ａ
Ｓ
Ｐ
型

の
シ
ス
テ
ム
の
利
用
促
進
を
図

る
た
め
に
操
作
研
修
を
実
施
す

る
と
共
に
、
最
近
頻
繁
に
問
題

と
な
っ
て
い
る
情
報
漏
え
い
問

題
等
を
防
止
す
る
た
め
に
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修
を
充
実
し
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
に
対
応
す

る
人
材
教
育
を
実
施
し
ま
す
。

③
　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
環
境
の
整
備

商
工
会
全
職
員
に
対
す
る
指

紋
認
証
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
県
連
合
会

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ル
ー
ム
へ
の
電
子
施

錠
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
強
固
な
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
環
境
を
構
築
し
ま
す
。

ソ
フ
ト
面
か
ら
は
、
情
報
取
り
扱
い

に
関
す
る
規
定
の
整
備
を
行
い
、
こ
れ

を
遵
守
す
る
環
境
を
構
築
し
ま
す
。

最
後
に
、
商
工
会
の
情
報
化
推
進
と

デ
ー
タ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
保
護
に
つ
い
て

は
、
商
工
会
組
織
の
協
調
が
不
可
欠
で
あ

り
、
高
い
視
点
か
ら
の
共
通
認
識
を
持
っ

て
ご
協
力
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
　
Ａ
Ｓ
Ｐ
シ
ス
テ
ム：

ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ

※
　
指
紋
認
証
シ
ス
テ
ム：

バ
イ
オ
メ
ト

リ
ッ
ク
ス
認
証
の
中
で
も
、
導
入
が
容

易
で
認
識
率
が
高
く
偽
造
が
困
難
な
指

紋
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
シ
ス
テ
ム
の
利
用
を
制
御
す
る
方

式
。

県
連
情
報
管
理
課 
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今
年
度
の
中
小
企
業
白
書
は
、「
新
た
な

パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
連
携
へ
向
か
っ
て
ー
多
様

性
が
も
た
ら
す
中
小
企
業
の
更
な
る
可
能

性
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。

課
題
１
で
は
、
中
小
企
業
の
多
様
性
・
機

動
性
を
活
か
し
、
ニ
ュ
ー
サ
ー
ビ
ス
・
新
し

い
就
労
形
態
（
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
）
・
公
益
サ
ー
ビ

ス
の
新
し
い
供
給
ス
タ
イ
ル
を
創
出
す
る
た

め
の
方
策
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

地
域
に
密
着
し
た
事
業
で
あ
る
ニ
ュ
ー

サ
ー
ビ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ュ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

は
、
商
工
会
地
域
で
求
め
ら
れ
て
い
る
ビ
ジ

ネ
ス
で
あ
り
、
商
工
会
会
員
が
経
営
革
新
・

第
二
創
業
を
進
め
て
い
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
・

事
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
是
非
一
読
を

お
勧
め
し
ま
す
。

第
１
部

景
気
持
ち
直
し
の
動
き
の
中
で
の
中
小
企

業
の
業
況
を
分
析
。

・
一
昨
年
の
春
以
降
、
景
気
は
持
ち
直
し
の

動
き
を
見
せ
て
い
る
が
、
中
小
企
業
は
大

企
業
に
比
べ
て
回
復
に
遅
れ
が
見
ら
れ

る
。

・
中
小
企
業
の
中
で
も
、
製
造
業
と
比
べ
、

非
製
造
業
で
回
復
に
遅
れ
が
見
ら
れ
る
。

・
非
製
造
業
の
中
で
も
、
特
に
官
公
需
中
心

の
建
設
業
や
小
売
業
の
業
況
は
厳
し
い
状

況
。

第
２
部

中
小
企
業
を
巡
る
新
し
い
動
き
を
分
析
。

課
題
１
と
し
て
「
新
し
い
価
値
を
創
造
す

る
多
様
な
中
小
企
業
」
に
つ
い
て
分
析
。

・
高
齢
社
会
、
環
境
問
題
等
に
対
応
し
た

ニ
ュ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
事
例
を
紹
介

・
ま
ち
お
こ
し
等
の
公
益
サ
ー
ビ
ス
を
「
事

業
感
覚
」
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
き
め
細
や

か
に
提
供
す
る
地
域
貢
献
型
事
業
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
･
ビ
ジ
ネ
ス
）
の
事
例
を
紹

介
・
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
実
現
を
可
能
と

す
る
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
等
の
、
中
小
企
業
が
経
済

社
会
に
も
た
ら
す
新
し
い
動
き
を
分
析

・
中
小
企
業
が
新
し
い
製
品
開
発
な
ど
で
成

功
す
る
た
め
に
は
、
技
術
面
だ
け
を
重
視

す
る
の
で
は
な
く
、
具
体
的
な
顧
客
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
要

件
。

課
題
２
と
し
て
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
中
で
の
中
小
企
業
」
に
つ
い
て
分
析
。

・
中
小
企
業
の
海
外
進
出
活
動
に
つ
い
て
、

そ
の
成
功
の
要
因
を
探
る
と
と
も
に
、
進

出
工
場
と
国
内
工
場
の
分
業
等
の
状
況
を

み
る
こ
と
に
よ
り
、
国
内
に
お
け
る
中
小

企
業
の
活
路
を
模
索
。

・
中
小
企
業
の
海
外
進
出
企
業
は
漸
増
傾

向
。
ま
た
製
造
業
に
お
い
て
は
、
そ
の
割

合
が
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。

課
題
３
と
し
て
「
高
齢
化
社
会
と
中
小
企

業
」
に
つ
い
て
分
析

・
経
営
者
の
世
代
交
替
の
実
態
を
調
査
し
、

世
代
交
替
に
よ
る
企
業
行
動
の
変
化
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
円
滑
な
世
代
交

替
の
条
件
を
分
析
。
ま
た
廃
業
（
引
退
）

し
た
事
業
者
に
追
跡
調
査
を
行
い
、
廃
業

時
や
そ
の
後
の
状
況
等
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
円
滑
な
廃
業
と
再
起
の
課
題

を
解
明
。

・
先
代
経
営
者
が
承
継
前
に
様
々
な
取
組
を

実
施
し
て
い
る
企
業
で
は
、
承
継
が
円
滑

に
行
わ
れ
や
す
い
。

・
経
営
者
を
や
め
た
後
の
生
活
状
況
は
、
債

務
超
過
状
態
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
っ
た

資
産
状
態
に
大
き
く
影
響
を
受
け
る
。
資

産
超
過
の
う
ち
に
廃
業
す
る
こ
と
が
重

要
。

課
題
４
と
し
て
「
中
小
企
業
の
再
生
、
新

分
野
進
出
を
支
え
る
金
融
」
に
つ
い
て
分
析

・
再
生
、
新
分
野
進
出
等
の
試
み
を
行
う
企

業
に
つ
い
て
、
資
産
調
達
、
財
務
改
善
等

の
課
題
の
分
析
。

・
中
小
企
業
の
再
生
に
は
、
本
業
の
売
上
増

加
と
共
に
、
管
理
会
計
導
入
等
計
数
重
視

の
経
営
が
重
要
。

・
債
務
超
過
状
態
で
あ
っ
て
も
事
業
上
の
強

み
が
あ
れ
ば
外
部
企
業
へ
の
事
業
譲
渡
が

で
き
る
可
能
性
は
高
い
。

（
ま
と
め
）

中
小
企
業
は
、
Ｉ
Ｔ
等
を
活
用
し
つ
つ
、

距
離
・
業
種
を
超
え
て
、
も
の
づ
く
り
か
ら

サ
ー
ビ
ス
・
小
売
ま
で
を
含
め
た
幅
広
い
連

携
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
一
体
化
し
た
製
品

開
発
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
多
様
性
が
育

む
中
小
企
業
の
潜
在
的
創
造
力
を
顕
現
化
さ

せ
れ
ば
、
更
な
る
発
展
が
可
能
で
あ
る
。

（
支
援
セ
ン
タ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

木
村

武
則
）

平
成
十
六
年
度 

白
書
の
構
成
と
特
色



ン
タ
ー
は
そ
の
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
が
確
立
し
、

町
民
へ
の
認
識
の
度
合
い
も
高
ま
り
、
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

配
食
事
業
に
関
し
て
は
今
後
の
需
要
の
増

大
に
対
応
し
た
事
業
規
模
・
地
域
の
拡
大
や

収
益
事
業
と
し
て
の
弁
当
宅
配
が
問
題
に

な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
ほ
ほ
え
み
便
セ
ン
タ
ー
が
現
在

持
っ
て
い
る
町
内
の
ラ
イ
ン
を
生
か
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
日
常
生
活
の
品
を
地
域
の
店
か
ら

宅
配
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
が
望
ま
れ

る
。
他
の
収
益
事
業
も
公
共
性
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
性
を
含
み
な
が
ら
行
う
こ
と
が
要
求

さ
れ
る
だ
ろ
う
。

今
後
は
商
工
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
ほ

ほ
え
み
便
セ
ン
タ
ー
が
手
が
け
、
そ
の
独
立

性
を
強
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ

し
て
商
工
会
合
併
も
考
慮
に
入
れ
、
ほ
ほ
え

み
便
セ
ン
タ
ー
の
法
人
化
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
活
動
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
さ
ら
に
詳
し
い
情
報
、
ほ
ほ
え
み
便
資
料

Ｐ
Ｄ
Ｆ
等
は
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。）
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大
柿
町
商
工
会
は
、
商
店
街
の
活
性
化
の

為
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
普
及
効
果
の
あ

る
宅
配
・
配
食
事
業
が
必
要
と
判
断
し
た
。

こ
の
宅
配
・
配
食
等
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
研

究
す
る
中
で
、
特
に
配
食
事
業
は
高
齢
化
社

会
の
中
で
必
要
な
事
業
と
認
識
し
、
町
か
ら

の
事
業
委
託
を
取
付
け
平
成
十
二
年
か
ら
開

始
し
た
。

事
業
開
始
当
初
は
専
任
の
職
員
一
名
と
経

営
指
導
員
の
補
助
の
み
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

年
ご
と
に
事
業
規
模
は
順
調
に
拡
大
し
、
三

年
後
の
平
成
十
四
年
度
に
は
年
間
一
万
食
を

突
破
し
た
。
た
だ
、
運
営
資
金
は
全
て
町
か

ら
の
受
託
料
と
助
成
金
で
成
り
立
っ
て
い

た
。し

か
し
平
成
十
五
年
か
ら
は
事
業
の
管
理

を
役
職
員
で
構
成
さ
れ
る
運
営
委
員
会
に
移

し
た
こ
と
に
よ
り
収
益
事
業
が
可
能
と
な

り
、
民
間
事
業
者
と
提
携
し
た
牛
乳
宅
配
事

業
、
セ
ン
タ
ー
長
に
よ
る
パ
ソ
コ
ン
事
業
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
収
益
事
業
を
立
ち
上
げ
る
こ
と

が
出
来
た
。
今
後
は
多
種
の
事
業
を
行
な
う

複
合
収
益
事
業
団
体
と
し
て
の
活
動
が
予
想

さ
れ
る
。

○
配
食
サ
ー
ビ
ス

食
事
の
支
度
の
不
自
由
な
高
齢
者
に
対
し

て
お
弁
当
の
提
供
と
安
否
確
認
を
行
な
っ
て

い
る
。
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
住
民
は
民
生

委
員
・
保
健
師
を
通
し
て
町
の
保
険
福
祉
課

に
申
請
書

を
提
出
す

る
。
町
は

こ
の
書
類

を
審
査
し

利
用
決
定

書
を
発
行

す
る
。
セ

ン
タ
ー
は

こ
の
通
知

書
の
決
定

に
基
づ
き

配
食
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
す
る
。
利
用
者
は
あ
ら
か
じ
め

食
券
を
購
入
し
て
頂
き
お
弁
当
と
引
き
換
え

と
す
る
。

○
宅
配
（
牛
乳
）

地
域
に
大
型
店
の
出
店
と
と
も
に
町
の
牛

乳
配
達
店
が
減
少
し
、
現
在
で
は
町
内
に
一

店
舗
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
一
店
舗
と

提
携
し
セ
ン
タ
ー
が
冷
蔵
庫
を
借
り
、
配
達

の
手
数
料
を
頂
く
形
で
事
業
を
行
っ
て
い

る
。
特
に
牛
乳
の
配
達
の
み
で
の
収
益
性
は

全
く
乏
し
く
、
お
弁
当
配
達
の
ラ
イ
ン
を
利

用
し
た
「
つ
い
で
」
営
業
で
そ
の
採
算
性
を

向
上
さ
せ
て
い
る
。

○
パ
ソ
コ
ン
事
業

ほ
ほ
え
み
便
セ
ン
タ
ー
長
が
そ
の
能
力
を

生
か
し
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
教
習

等
を
独
立
採
算
制
で
行
っ
て
い
る
。
高
度
な

技
術
を
要
す
る
特
殊
な
事
業
の
た
め
、
サ
ー

ビ
ス
業
と
し
て
も
収
益
性
の
高
い
事
業
。

常
勤
の
セ
ン
タ
ー
長
一
名
と
パ
ー
ト
三
名

が
週
三
日
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
勤
務
を
行

な
っ
て
い
る
。

配
食
は
一
日
平
均
四
〇
食
を
一
〜
二
名
で

対
応
。
パ
ー
ト
の
女
性
は
細
か
な
気
配
り
と

思
い
や
り
で
利
用
者
と
の
間
に
強
い
信
頼
関

係
が
結
ば
れ
て
い
る
。

配
食
事
業
か
ら
始
ま
っ
た
ほ
ほ
え
み
便
セ

商
工
会
か
ら
の
新
着
情
報 

―
商
工
会
に
お
け
る
配
食
・ 

　
　
　
　
　
　
宅
配
事
業
に
つ
い
て
― 

大
柿
町
商
工
会 

事
業
の
経
緯

事
業
概
要

職

員

課
題
と
今
後
の
展
開

ほ
ほ
え
み
便
セ
ン
タ
ー

佐
伯
郡
大
柿
町
大
原
一
一
一
八
―
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
八
二
三
―
五
七
―
二
二
四
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
八
二
三
―
五
七
―
六
九
六
四
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た
平
凡
な
飲

食
業
の
形
態

で
あ
っ
た

が
、
近
年
売

上
の
低
下
は

免
れ
ず
、
抜

本
的
な
改
革

に
迫
ら
れ

る
。

■
具
体
的
な
経
営
革
新
の
内
容

平
成
十
五
年
度
駅
家
町
商
工
会
が
主

催
し
た
、
地
域
密
着
型
経
営
革
新

支
援
事
業
に
参
加
し
、
中
小
企
業

診
断
士
と
当
会
の
荒
川
指
導
員
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
昨
年
十
一

月
県
の
経
営
革
新
支
援
法
の
承
認

を
受
け
る
。
具
体
的
経
営
革
新
の

内
容
は
、
①
定
食
主
体
か
ら
女
性

客
や
高
齢
者
に
好
ま
れ
る
手
作
り

料
理
の
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
。
②
敷

地
と
店
舗
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用

を
行
い
地
元
の
野
菜
や
山
菜
、
手

作
り
小
物
、
店
主
の
焼
い
た
炭
製

品
の
販
売
も
行
う
「
道
の
駅
」
的

性
格
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス

を
提
供
す
る
。
③
顧
客
の
属
性

デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
し
、
顧
客

の
嗜
好
に
あ
う
メ
ニ
ュ
ー
開
発

や
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
。
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｢
喫
茶
山
び
こ｣

よ
り

   ｢
炭
の
庵
山
び
こ｣

へ

｢
喫
茶
山
び
こ

喫
茶
山
び
こ｣

よ
り
よ
り

   ｢
炭
の
庵
山
び
こ

炭
の
庵
山
び
こ｣

へ

｢
喫
茶
山
び
こ｣

よ
り

   ｢
炭
の
庵
山
び
こ｣

へ

経
営
革
新
支
援
法
承
認
を
受
け 

五
月
二
十
三
日
オ
ー
プ
ン 

駅家町商工会 

■
経
営
革
新
へ
の
取
組
の
経
過

駅
家
町
向
永
谷
、
有
地
川
沿
に
走
る

県
道
に
面
し
「
喫
茶
山
び
こ
」
が
位
置

す
る
。
従
来
は
、
主
に
車
で
来
店
す
る

営
業
マ
ン
と
周
辺
の
住
民
を
対
象
と
し

蒲
刈
町
商
工
会
が
、
地
元
の
特
産
品

な
ど
の
販
路
拡
大
を
狙
っ
て
、
呉
市
の

そ
ご
う
呉
店
食
品
売
り
場
に
定
期
的
に

出
店
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
一
弾
と
し
て
、
地
元
の
水
産
物
直

売
所
「
潮
騒
の
館
」
が
二
十
二
日
、
食

品
売
り
場
に
初
出
店
し
た
。
早
朝
に
水

揚
げ
し
た
魚
介
類
や
、
商
工
会
が
開
発

し
た
特
産
品
を
販
売
し
た
。

市
価
よ
り
か
な
り
安
い
こ
と
も
あ
り

④
店
内
で
の
飲
食
だ
け
で
な
く
、
手
作

り
弁
当
、
漬
物
な
ど
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
で

き
る
商
品
開
発
等
。

ま
た
、
事
業
主
松
村
善
行
さ
ん
の
得

意
分
野
の
「
炭
や
き
」
に
ち
な
み
店
名

を
「
炭
の
庵
山
び
こ
」
に
改
名
。
奥
様

の
ま
き
子
さ
ん
と
娘
さ
ん
を
中
心
に
す

る
ス
タ
ッ
フ
も
、
ま
ご
ご
ろ
の
こ
も
っ

た
サ
ー
ビ
ス
に
心
が
け
、
ユ
ニ
ー
ク
で

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
店
を
目
指
し
、
将
来

の
展
望
を
抱
く
。

呉
そ
ご
う
に

呉
そ
ご
う
に

初
出
店

初
出
店

呉
そ
ご
う
に

初
出
店

潮
騒
の
館 

 

蒲刈町商工会 
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内　　容　ひろしまベンチャー大賞（個人・法人対象）300万
円、ひろしまベンチャー奨励賞（法人対象）100～
200万円、ひろしまベンチャー育成賞（個人対象）
50～100万円 

 
対　　象　広島県内で事業をされる方、又は広島県内在住の創

業前または創業後研究開発段階の個人又は法人で、
ベンチャー支援機関の継続的な指導を受けることを
条件とします。 

 
応募・問い合わせ先 

　　　　　所定の申請書（市役所、商工会議所、広島銀行等の
窓口に備え付け）に記入のうえ、7月31日（土）まで
に下記まで郵送してください。（当日消印有効） 

　　　　　〒730－0031 
　　　　　広島市中区紙屋町一丁目3－8 
　　　　　（株）広島銀行公務法人部内 
　　　　　（財）ひろしまベンチャー育成基金事務局 
　　　　　（TEL082－504－3861　FAX082－245－7991） 

（財）ひろしまベンチャー育成基金が行う助成事業で、 
ユニークな事業アイディア、新しい技術等を募集します。 

 

“ひろしまベンチャー助成金” 
第３回募集のお知らせ 

“ひろしまベンチャー助成金” 
第３回募集のお知らせ 

“ひろしまベンチャー助成金” 
第３回募集のお知らせ 

“ひろしまベンチャー助成金” 
第３回募集のお知らせ 

す
ぐ
売
り
切
れ
に
な
る
盛
況
で
あ
っ

た
。地

域
の
商
品
販
売
に
力
を
入
れ
て
い

る
そ
ご
う
デ
パ
ー
ト
の
、
県
内
を
は
じ

め
、
全
国
か
ら
週
替
わ
り
で
出
店
を
し

て
い
る
ス
ペ
ー
ス
で
今
後
も
六
月
・
七

月
・
八
月
と
計
画
し
て
い
る
。

商
工
会
の
横
畠
事
務
局
長
は
「
ど
の

特
産
品
も
良
い
素
材
を
使
い
、
安
心
で

安
全
。
蒲
刈
の
良
さ
を
少
し
で
も
広
く

知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い

る
。

3,684億円 17,242億円

（個人年金保険を含む）

格付け

S ＆ P 社

保険財務力格付け

ムーディーズ社

保険財務格付け

ありません！ 547億円

逆ざや

3. 39％

リスク管理債権基礎利益

１１５７．１％

個人保険新契約高 保 険 料 等 収 入
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▼
平
成
十
六
年
六
月
十
七
日
e
〜
六
月
十
八
日
f

〔
大
野
町
安
芸
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
〕

県
女
性
連
部
員
の
集
い

▼
平
成
十
六
年
六
月
二
十
九
日
c
〜
六
月
三
十
日
d

〔
メ
ル
パ
ル
ク
広
島
〕

事
務
局
長
協
議
会
通
常
総
会
・
研
修
会

▼
平
成
十
六
年
七
月
一
日
e
〜
七
月
二
日
f

〔
メ
ル
パ
ル
ク
広
島
〕

平
成
十
六
年
度
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会

女
性
部
連
合
会
連
絡
協
議
会
通
常
総
会
、
会

長
・
担
当
者
会
議

▼
平
成
十
六
年
七
月
六
日
c
〜
七
月
七
日
d

〔
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
〕

県
指
協
通
常
総
会
・
研
修
会

▼
平
成
十
六
年
七
月
十
三
日
c
〜
七
月
十
四
日
d

〔
広
島
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
〕

指
導
職
員
協
議
会
通
常
総
会
・
研
修
会

▼
平
成
十
六
年
七
月
二
十
二
日
e

〔
メ
ル
パ
ル
ク
広
島
〕

職
員
協
議
会
総
代
会
・
研
修
会

■物流効率化推進事業（補助金）
平成16年度「環境負荷の小さい物流体系の構築を目指す実証実験」補助制度 

【募集分野】 荷主企業と物流事業者等が共同で実施する海運・鉄道へのモーダルシフトやトラック大型化・共同運輸化等の環境 
負荷低減（CO2排出量削減）策への取組を支援します。 
トラック輸送の効率化についても対象となっておりますので、広く御利用が可能です。 

【公募締切】 2次募集：平成16年9月30日（木） 

【補 助 率】 1/3以内 

【補助期間】 1年以内 

【補助金額】 

（詳細はこちら→）http://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/freight/butsuryu-jisshoujikken.html

数百万円～1億円以内／年 
【問い合せ先】 国土交通省　中国運輸局　企画振興部　物流振興・施設課　TEL：082-228-8701　FAX：082-228-9412

人

事

異

動

行

事

日

程

行

事

日

程

行

事

日

程

行

事

日

程

【
退
　
　
職
】

■
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
付

沼
田
町

事
務
局
長

倉
　
西
　
洋
　
行

府
中
町

事
務
局
長

香
　
川
　
　
　
尭

甲
田
町
　
　
事
務
局
長
　
　
竹
　
島
　
次
　
郎

安
芸
津
町

事
務
局
長

上
　
川
　
一
　
水

（双）
三
和
町

事
務
局
長

松
　
浦
　
弘
　
秋

沼
田
町

経
営
指
導
員

宇
都
宮
　
信
　
子

県
連

商
工
会
指
導
員

竹
　
本
　
隆
　
文

県
連

経
営
指
導
員

上
　
原
　
邦
　
幸

県
連

一
般
経
営
指
導
員

坂
　
本
　
和
　
之

大
野
町

補
助
員

三
　
浦
　
タ
カ
子

蒲
刈
町

補
助
員

平
　
本
　
信
　
恵

神
辺
町

補
助
員

鵜
　
野
　
雅
　
子

向
東
町

補
助
員

恵
　
谷
　
公
　
江

上
下
町

補
助
員

中
　
川
　
栄
　
子

（双）
三
和
町

補
助
員

佐
々
木
　
桂
　
子

甲
田
町
　
　
補
助
員
　
　
　
平
　
岡
　
信
　
江

宮
島
町

記
帳
専
任
職
員

高
都
持
　
た
み
子

瀬
戸
田
町

記
帳
専
任
職
員

砂
　
田
　
八
重
子

■
平
成
十
六
年
四
月
三
十
日
付

下
蒲
刈
町
　
一
般
職
員

木
　
原
　
幸
　
美

■
平
成
十
六
年
五
月
三
十
一
日
付

県
連
　
　
　
専
務
理
事

杉
　
本
　
　
　
勝

【
新

任
】
※
内
部
異
動

■
平
成
十
六
年
四
月
一
日
付

安
芸
津
町

事
務
局
長

黒
　
杭
　
房
　
子
（
前
経
営
指
導
員
）

沼
田
町

経
営
指
導
員

木
　
原
　
弘
　
香
（
前
記
帳
専
任
職
員
）

瀬
戸
田
町

経
営
指
導
員

大
　
谷
　
貴
　
紀
（
前
補
助
員
）

大
野
町

補
助
員

石
　
川
　
倫
　
孝
（
前
一
般
職
員
）

蒲
刈
町

補
助
員
　

平
　
松
　
ひ
と
み
（
前
一
般
職
員
）

甲
田
町
　
　
補
助
員

沖
　
田
　
公
　
恵
（
前
記
帳
専
任
職
員
）

瀬
戸
田
町

補
助
員

黒
　
瀬
　
波
　
香
（
前
一
般
職
員
）

向
東
町

補
助
員

橋
　
本
　
由
利
子
（
前
記
帳
専
任
職
員
）

（神）
三
和
町

補
助
員

浅
　
尾
　
万
千
子
（
前
記
帳
専
任
職
員
）

上
下
町

補
助
員

竹
　
中
　
千
恵
子
（
前
記
帳
専
任
職
員
）

（双）
三
和
町
　
補
助
員

津
　
島
　
康
　
枝
（
前
記
帳
専
任
職
員
）

上
下
町

記
帳
専
任
職
員

重
　
石
　
裕
　
美
（
前
一
般
職
員
）

【
人
事
交
流
】

■
平
成
十
六
年
四
月
一
日
付

安
芸
津
町

経
営
指
導
員

内
　
藤
　
雅
　
国
（
前
（神）
・
三
和
町
補
助
員
）

県
連

商
工
会
指
導
員

玖
波
井
　
康
　
弘
（
前
宮
島
町
経
営
指
導
員
）

県
連

専
門
経
営
指
導
員

片
　
山
　
公
　
雄
（
前
吉
舎
町
経
営
指
導
員
）

【
新
規
採
用
】

■
平
成
十
六
年
四
月
一
日
付

沼
田
町

事
務
局
長

平
　
田
　
幸
　
雄

府
中
町

事
務
局
長

三
　
宅
　
修
　
司

西
城
町

事
務
局
長

白
　
根
　
美
　
穂

神
辺
町

補
助
員

高
　
橋
　
尚
　
子

宮
島
町

記
帳
専
任
職
員

高
　
木
　
陽
　
子

甲
田
町
　
記
帳
専
任
職
員

信
　
田
　
　
　
文

向
東
町

記
帳
専
任
職
員

吉
　
本
　
和
　
代

蒲
刈
町

一
般
職
員

岡
　
本
　
好
　
絵

■
平
成
十
六
年
六
月
一
日
付

県
連
　
　
専
務
理
事
　
　
木
之
下
　
義
　
昭

県
連
　
　
経
営
指
導
員
研
修
生

岸
　
本
　
敏
　
和

下
蒲
刈
町

一
般
職
員
　
　
菅
　
原
　
初
　
美


